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はじめに 

京都議定書の発行から端を発し、2010年「改
正省ｴﾈ法」が施行されたのに伴い、多くの企
業がｴﾈﾙｷﾞｰ削減・CO2削減に取り組まざるを
得なくなりました。 

 

そのCO2削減、省エネを一段と早く、安く出来
るのはせっかく作ったエネルギーの損失を防
ぐ”断熱”であると当社は考えます。 

建築、空調設備、生産設備など全てに通じ、
対費用効果、コストパフォーマンスの良い“断
熱リフォーム”による省エネ、CO2削減のご検
討をご提案させて頂きます。 
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CO2 25％削減 省エネ法改正 
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京都議定書の発行  

CO2 ６％削減 

 

2010 COP16 

２５％削減へ 

 

2010.4省エネ法改正 

 

更に厳しいCO2削減規制
へ 

 



特定事業所 

範囲：事業所ごと→企業ごと 

規制対象企業 

29,002社へ拡大 

2010.4省エネ法改正 規制拡大 

第１種 

7,640 

第２種 

6,476 

資本金３～５０億円以上 

14,201社 

「省エネ法改正前」 

省エネ：各事業所の課題 

「省エネ法改正後」 

省エネ：会社全体の課題 

資本金１～５０億円以上へ 

規制対象の拡大 
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大震災対策 緊急節電ｱｸｼｮﾝ2011 
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今後の節電・省エネ
は急務必須に 

http://www.env.go.jp/
http://setsuden.yahoo.co.jp/use/


断熱施工 工場の場合 
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熱源 

ﾎﾞｲﾗ 
屋根
遮熱 

乾燥炉 

屋外配管 屋外タンク 

生産
設備 
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http://www.sekisui.co.jp/index.html


断熱施工 ビルの場合 
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外壁・屋根・
窓・床の断熱 

熱源機器
（冷凍機・ボ
イラーetc）・ 

 配管・ダク
トの断熱 

 

http://www.tekkokiden.jp/mex/kouimg/0113.jpg
http://www.3m.com/jp
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そもそも断熱とは・・・？ 

 【断熱の定義】（JIS A 9501による） 
 

 

 

 

 

 

 

 【断熱材（保温材）の定義】（JIS A 9501による） 

保温：常温以上、約1000℃以下の物体を被覆し熱放散を少なくすること、 

    又は被覆後の表面温度を低下させること。 

保冷：常温以下の物体を被覆し侵入熱量を小さくすること又は被覆後の 

    表面温度を露天温度以上とし、表面に結露を生じさせないこと。 

保温材：保温の目的を果たすために使用される材料。一般常温において 

      熱伝導率が0.065W／（ｍ・K）以下の材料。 

保冷材：保冷の目的を果たすために使用される材料。一般に低熱伝導率、 

      低透湿率の材料 
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周辺温度の上昇 

       ＝空調負荷増 

断熱効果とは 
    

高温体 

(熱源) 

放熱＝熱ﾛｽ、ｴﾈﾙｷﾞｰのﾑﾀﾞ遣い 

高温体 

(熱源) 

断熱 

燃費の向上 

（効率化） 

放熱防止 

高温域に適応する断熱資材の施工 

表面温度、周辺温度の低下 

エネルギーロスの低減 

空調負荷の低減、環境改善 

設備の効率向上
CO2排出量の削減 
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断熱材の種類 

 繊維系保温材 

 

 

 

 

 発泡系断熱材 

 

 

 

 

 無機多孔質 

主な素材・・・グラスウール、ロックウール 

主な特徴・・・耐熱性、吸音性 

住宅用から産業用まで幅広く使用されている 

主な素材・・・けい酸カルシウム、撥水性パーライト 

主な特徴・・・耐熱性、強度 

高温域での使用 

主な素材・・・ポリスチレン、ウレタンフォーム、ポリエチレン、発泡ゴム 

主な特徴・・・軽量、耐水性 

低温域での使用 
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断熱材性能・適正温度帯 

 熱伝導率と使用温度域 

 

 

 

 

 

種類 
使用温度 
℃以下 

熱伝導率 
Ｗ／（ｍ・ｋ） 

平均温度 

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ 
保温板・筒 

-20～350 
0.043～ 

 0.044 
70 

ﾛｯｸｳｰﾙ 
保温板・筒 

-20～600 
0.043～ 

 0.044 
70 

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 
保温板・筒 

-50～80 
0.028～ 

 0.040 
23 

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ 
保温板・筒 

-200～100 
0.026～ 

 0.029 
23 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ 
保温板・筒 

-50～70 
0.038～ 

 0.043 
23 

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ 
保温板・筒 

0～1000 
0.055～ 

 0.146 
200～500 

撥水ﾊﾟｰﾗｲﾄ 
保温板・筒 

0～900 
0.056～ 

 0.072 
70 

0.150                                          

                                        

0.075                                          

0.070                                          

0.065                                          

0.060                                          

0.055                                          

0.050                                          

0.045                                          

0.040                                          

0.035                                          

0.030                                          

0.025                                          

0.020                                          

-
200 

-
100 

0 100 200 300 400 600 1000 

～ ～ 

熱伝導率 

Ｗ/（ｍ・ｋ） 

使用温度（℃） 

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材 

ﾛｯｸｳｰﾙ保温材 

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 

硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材 

ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ保温材 

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ保温材 

撥水ﾊﾟｰﾗｲﾄ保温材 

主な蒸気 

使用温度域 

断熱性能は材料によって大き
く違います。 

冷温向き・高温向きなど材料
は変化します。 
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断熱性能 材料による違い 
 放散熱量と表面温度 

保温材 

蒸気圧2k（134℃） 蒸気圧6k（164℃） 

放散熱量 

Ｗ／ｍ 

表面温度 

℃ 

放散熱量 

Ｗ／ｍ 

表面温度 

℃ 

ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温板・筒 ４３．８ ３５．４ ６０．１ ３７．５ 

ﾛｯｸｳｰﾙ保温板・筒 ４６．０ ３５．７ ６１．９ ３７．７ 

ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ保温板･筒 ５３．４ ３６．６ ６８．８ ３８．６ 

条件設定 ： 配管ｻｲｽﾞ100A   蒸気圧／2k（134℃）、6k（164℃）  周辺温度／30℃  保温厚50t 

熱伝導率、使用温度域、放散熱量、表面温度からｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材が適正材とな
る。 しかし、ｸﾞﾗｽｳｰﾙ保温材を成形する為に使用されているﾌｪﾉｰﾙ樹脂は、
100℃程度の耐熱しかないため、高温域での使用には向かない。                       
よって、ﾛｯｸｳｰﾙ保温材を使用することが望ましい。 
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断熱効果の試算例 JIS9501 

  省エネ効果は次の式で算出される。 

省エネ効果＝放散熱量（施工前：ｋｗ／ｍ）－放散熱量（施工後：ｋｗ／ｍ） 

                               ×熱量単価（ｋｗ・ｈ）×稼働時間 

条件：100A、蒸気圧６ｋ、周辺温度30℃、保温厚５０ｔ、熱量単価5円（JIS A 9501による)、稼働
時間8000時間を用いると 

０．５７５８９ － ０．０６１９４ × ５ × ８０００ ＝ ２０，５５９ 

 

100Aの蒸気管１ｍの施工で年間 ￥２０，５５９－ の省エネ効果となる。 
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断熱効果の試算例 
蒸気バルブ断熱の効果例 

配管ｻｲｽﾞ 保温厚 
放散熱量 
施工前 

放散熱量 
施工後 

放散熱量 
改善値 

省エネ価格 年CO2削減量ton 

65A 50t 460.71  56.02  404.69  16,188 0.82  

80A 50t 629.44  72.73  556.71  22,269 1.32  

100A 50t 691.07  74.32  616.75  24,670 1.25  

125A 50t 919.41  93.85  825.55  33,023 1.82  

150A 50t 1166.94  114.78  1052.16  42,087 2.50  

200A 50t 1745.86  162.91  1582.95  63,319 4.30  

              

65A 50t 345.65  57.57  288.08  11,524 0.58  

80A 50t 457.12  60.98  396.14  15,846 0.94  

100A 50t 536.35  87.89  448.46  17,939 0.90  

125A 50t 697.10  94.41  602.69  24,108 1.32  

150A 50t 873.34  110.27  763.07  30,523 1.80  

200A 50t 1287.25  141.50  1145.75  45,830 3.10  

条件 ： 蒸気圧（上段/6k164℃、下段/2k134℃）、周囲温度30℃、稼働時間8000h 
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断熱の効果比較有効性 

   【蒸気ﾊﾞﾙﾌﾞの断熱】 

CO2削減量 97.0ｔ／年 

CO2削減量 168.7ｔ／年 

樹脂シート製造用押出機ダイスが保
温されていない。 

ダイス表面温度150℃ 

外気温度20℃  

断熱厚さ20㎜  

台数11台（3.15㎡／台） 計34.65㎡ 

蒸気バルブが保温されていない。 

蒸気圧力0.7Mpa  温度165℃ 

運転時間4380ｈ／年  

断熱厚さ50㎜ 

100Aフランジ式玉型弁100個 

【成型機の断熱】 

【窓からの日射負荷低減】  

         

【室内温度の適正化】      

                           

【高効率省ｴﾈ安定器】  

                                                      

CO2削減量 

 

 75.7ｔ／年 

42.2ｔ／年 

事務所ビル（延床面積48,000㎡） 

夏場26℃→28℃ 冬場22℃→20℃   

工場、倉庫、事務室、食堂等のFLR40W×2灯用(284台) 

FLR110W×2灯用(561台)の照明器具を高効率 

蛍光灯用電子安定器に交換する 

5.7ｔ／年 集会場（延床面積13,000㎡）の南面窓ｶﾞﾗｽに 

遮光ﾌｨﾙﾑを貼付し、既存ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞを併用 

【屋 上 緑 化】  

         18.6ｔ／年 
集会場（延床面積5,000㎡、3階建）の屋上800㎡を 

屋上緑化する 

【ﾎﾞｲﾗｰの効率向上】  

         
355.0ｔ／年 4基のﾎﾞｲﾗｰ（炉筒煙管式、蒸発量2ｔ／h）があり、 

2基は常時運転、2基は需要に応じて短時間運転して 

いるが、ﾎﾞｲﾗｰ効率が70%内外と低いため常時運転の2基
を効率のよい機種に更新する 

 

【ﾊﾟｯｹｰｼﾞ空調機を蓄熱式に更新】  

         
2.1ｔ／年 

某研究所（延床面積6,700㎡）の非蓄熱式ﾊﾟｯｹｰｼﾞ 

空調機を氷蓄熱式に更新し、昼間の電力ﾋﾟｰｸを 

夜間にｼﾌﾄして、安い深夜電力を有効活用する。 

60HP空冷ﾊﾟｯｹｰｼﾞ（氷蓄熱式）2台 

(財)省エネルギーセンターによる試算 



放熱表面積の合計 メンテ解体・改修の工事費 

（放熱内温度－周囲温度）＝温度差 各種の熱伝導率 

年間の稼動時間（１日の運転×３６５日） 

販売金額／熱損失金額＝回収期間 
（※仮に熱量単価は、７円/kwとする） 

省エネ計算要素 
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■乾燥炉 設備断熱改修による省エネ効果イメージ 

熱中症や 

火傷も!! 
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【採用事例①】 シート乾燥装置 （熱源：電気）に断熱 

表面温度：75℃ 表面温度：38℃ 

２０万円/月 

コスト削減 

■乾燥炉 設備改修による省エネ 
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 【採用事例②】 紙容器乾燥装置（熱源：天然ｶﾞｽ）に断熱 

   
表面温度：48℃ 

表面温度：26℃ 

効果：▲7%の削減を達成 

■乾燥炉 設備改修による省エネ 



屋根遮熱ネット工法 ルーフシェード 
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1. 快適な環境 

 夏場の室温を下げ、作業効率が良くなります 

 不快な屋根焼けによるモワーっと感がなくなります。 

2. 省エネ 

 空調電力を抑制し、年間を通しても電気料金が安くな
ります。 

 夏場の電力ピークカットに有効です。  

3. 環境対策 

 省電力＝二酸化炭素の排出量を抑制できます。 

4. 軽量・メンテナンスフリー 

 わずらわしい手入れや、散水の必要がありません。 

 500g/㎡と超軽量で躯体への負担がありません。（～
屋上緑化軽量タイプで35～55kg/㎡。） 

5. 音が静か 

 雨音の消音効果があります。 



 屋根遮熱ネット工法 ルーフシェードの効果 
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屋根断熱比較 

工法 効果 ㎡価格 施工の簡易性 欠点 耐久性 

遮熱塗料 △～◎ 

3,000円 

～ 

10,000円 

工期が長い 

屋根の状態により下処理が
必要 

施工面積が1.5～1.7倍となる 

汚れによる性能劣化が起こりやすい 

数年で塗り替えが必要 

製品による効果のバラつき大 

 

初期の遮熱性能は数
年で失われます 

二重折板 ○ 

5,000円 

～ 

10,000円 

工期が長い 

雨樋の架け替えが必要 

足場や重機が必要になる場
合がある 

蓄熱効果があるので、夜間も暑いま
ま、なかなか涼しくなりません 

鋼板屋根の寿命と同
等だが、屋根の塗り替
え頻度は変わりません 

屋上緑化 △～◎ 

20,000円 

～ 

30,000円 
 

但し維持費 

300～1,600円/

年が発生します 

工期が長い 

灌水が必要であり、付帯工事
として灌水用配管、ポンプ設
置、センサー配線などが必要
です 

設置加重が重く、折板用の軽量品で
も35kg/㎡と躯体への負担が大きい 

（建築基準法：住宅・事務所地震力
用耐荷重規制は60kgf/㎡以下） 

灌水用水代、ポンプ駆動用電力がラ
ンニングコストとして発生します 

 

灌水によるサビ発生で
屋根の寿命を縮めま
す 

防錆対策の塗り替えも
ままなりません 

ルーフ
シェード 

◎ 

4,000円 

～ 

5,000円 

屋根に穴あけ、ビス止め等、
追加工なし 

500㎡までは1日施工で対応
可能 

超軽量（500g/㎡）であり、施

工期間中も屋根を傷めませ
ん 

※豪雪地域には今のところ不可とし
ています 

 （積雪量が30cmを超える地域） 

保証期間は5年（実際

の耐用年数の目安は
１０年） 

※建築基準法に定める各地域の基準を参照 （該当地域は各地建築指導課で確認可能） 23 



スリーエム スコッチフィルム 

遮熱フィルムを窓に貼附 
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http://www.3m.com/jp
http://www.mmm.co.jp/cmd/scotchtint/professional/recommend/nano/structure/index.html


 ３Mフィルムの効用 
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遮熱フィルムで空調負荷を削減 
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断熱商品 ヒートキャップとは？ 

配管・バルブ・ダクト・タンク・ボイラー・熱源
などあらゆる箇所に、熱損失防止→省エ
ネ・CO2削減のために断熱材をﾒﾝﾃ脱着可
能の方式にて施工する方法。多くは２～３
年で投資回収可能。 
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施工例 あらゆる場所に施工可能 

熱漏れを無くし省エネを推進します。 

ダクト・配管・タンク・熱源すべて適用可能 



２～３年で投資回収可能  

その後はコストダウン！ 
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投資回収ｼﾐｭｴｰｼｮﾝ →JIS事前計算可能 

 

断熱は投資回収効果が高いです。 



ローン利用・設備融資
で初期費用ゼロに 

29 

３年での投資回収可能ならば、省エネ効果が月
額返済金額を上回ることも。 

   →初月からCF利益捻出可能 



無料省エネ計算コンサルティング 

30 熱漏れを捜し、省エネ効果を計算します。 

省エネ計算シート 



構成材料 
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外部・内部・内装材ともに不燃材料使用 

断熱性能・耐久性を追求 



断熱の効果は他と比較しても良 

32 

１ｔ当たりの投資効果は断熱は良い。 

費用少額で、投資回収年月も早い。 

 



立体成型で熱リーク防止・放熱防止 
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最高品質 

マジックテープ止
めでリーク防止 

 

脱着式でメンテフ
リー 



ヒートキャップのメリット 

34 

過去データ、実証資料多数あり。 

無料コンサル提案書提出で説得力あり。 

耐久性の高い品質→投資効果大きい。 

 



製造工程フロー 
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実測現場実証データ①千葉北東部 

  

◆ 概要 

◆ 測定条件・方法 

稼働時間24ｈ・345日（8280h/年）の生産設備 

施工前後の測定・計測（1週間） 

  ・温度測定（外気温度、ボイラー室内、生産設備廻り） 

  ・蒸気圧読取（減圧前後） 

  ・ガス使用量、給水使用量の読取 

運転日誌を参考データとして活用   

ボイラー（3台交互運転）～生産設備～ドレン回収までの蒸気
バルブ並びにドレンバルブに、断熱カバーを施工し放熱防止を
行う。それによって削減される燃料消費量、ＣＯ２排出量を検
証する。（千葉県北東部・2009/12～1月中の2週間） 
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◆ システムフロー図 

ﾎﾞｲﾗｰ 

ｽﾁｰﾑ
ﾍｯﾀﾞｰ 

生産設備 

軟水装置・ﾀﾝｸ 

蒸気圧の読
取 

ﾄﾞﾚﾝﾀﾝｸ 
工業用水 

F ＝流量計 

都市ｶﾞｽ 

T ＝温度計 

F 

F 

F 

F 

T T 

T 

T 

蒸気圧の読
取 

実測現場実証データ②千葉北東部 
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◆ 実証データ 

  施工数量 ： 125A-2個 100A-1個 80A-5個 65A-12個 

         50A-78個 40A-13個 32A-1個 25A-26個 

         20A-298個 

  蒸気温度 ： 1次側（ﾎﾞｲﾗｰ～ﾍｯﾀﾞｰ）174.53℃ 

         2次側（ﾍｯﾀﾞｰ～生産設備）132.88℃ 

  周囲温度 ： 施工前・外気温度 2～8℃ 室内温度 32℃ 

         施工後・外気温度 -5～-1℃ 室内温度 28℃ 

  都市ｶﾞｽ使用量 ： 施工前 2.5㎥/1台 施工後 2.31㎥/1台 

実測現場実証データ③千葉北東部 

（日ごとの実証詳細データあり） 
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◆ 検証結果 

施工前後の都市ｶﾞｽ使用量を比較すると 7.8％ の削減 

この設備では年間約614,000㎥の都市ｶﾞｽを使用 

614,000㎥ × 7.8％ ＝ 47,892㎥/年 

(都市ｶﾞｽ単価 ￥57.26/㎥  CO2 1ton=都市ｶﾞｽ2.28㎥） 

47.892㎥ × @¥57.26 ＝ ¥2,773,425/年  

   
  年間で約￥2,770,000-の省エネに！ 

   回収率 ： 2.09年 （施工費￥5､800,000-） 

   ＣＯ２排出量も109.19ｔ削減 

実測現場実証データ④千葉北東部 

（日ごとの実証詳細データあり） 
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     の御提案 断熱無料ｺﾝｻﾙ提案 

サービスフロー 

現地調査 

見積・省エネ提案書（試算） 

採   寸 受注生産体制 納品・取付 

省エネ計算書 



まずは１系統実験へ 
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まずは１系統実験で実証データ取り。 

省エネ効果を実験・実証します。 

その資料で説得力が上がります。 

ﾎﾞｲﾗｰ ｽﾁｰﾑ
ﾍｯﾀﾞｰ 

生産設備
など 

効果実証で、工場全体施工へ 



東京都 助成金制度２０１１ 
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・CO2削減投資への助成制度 

・設備投資の最大３／４  

 (7500万円まで）を助成 



(株)ミヤデラ断熱 沿革 
断熱一筋～90年 
創業1919年   

大正８年１２月 創業者 宮寺良寛が宮寺商会として創業 

昭和７年１月 合名会社 宮寺石綿工業設立 

昭和１０年１２月 宮城工場設立 

昭和１４年１月 大森工場設立 

昭和１４年９月 宮寺石綿理化工業株式会社に改組 資本金450,000円 

昭和２６年１０月 大阪支店設立 

昭和２７年 ９月 社長 宮寺 保 就任 

昭和２７年１２月 名古屋出張所、支店に昇格 

昭和３３年４月 北陸出張所・金沢開設 

昭和３９年１０月 
北陸出張所富山店、福井店、新潟出張所開設 

福岡出張所・佐世保出張所開設 

昭和４６年４月 社長 宮寺 保 日本保温保冷工業協会会長に就任 

昭和５０年８月 資本金 70,000,000円に増資 

昭和５３年８月 現社長宮寺 良雄 就任 宮寺 保 会長就任 

昭和５３年９月 会長 宮寺 保 勲四等紫綬褒章受章 

昭和６１年４月 社長 宮寺 良雄 日本保温保冷工業協会副会長に就任 

昭和６２年６月 株式会社ミヤデラに商号変更 

平成元年１２月 創業７０周年記念式典挙行 

平成２年８月 本社社屋ミヤデラビル竣工 

平成５年４月 熱絶縁技能養成校“東京ｻｰﾓﾃｸﾉｽｸｰﾙ”設立参画 

平成５年９月 千葉出張所開設 

平成１０年９月 社長 宮寺 良雄 勲四等紫綬褒章受章 

平成１７年９月 社長 宮寺力也 就任 
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会社名 
株式会社 ミヤデラ断熱  

Miyadera Insulation Corp.   

創業 1919年（大正8年） 

本社所在地 東京都品川区南品川5-3-10 ミヤデラビル８Ｆ TEL 03-3474-3620 FAX 03-3474-3626  

代表者 
代表取締役社長 宮寺 力也 

(関東甲信越保温保冷工業協会 理事) 

資本金 50,000,000円 (株式会社ミヤデラ100%) 

事業内容 
保温保冷工事  保温断熱材販売 アスベスト除去工事 

国土交通大臣許可：熱絶縁工事業（般-19 第22157号) 

役 員 専務取締役:佐野光輝  常務取締役:中島正男  監査役: 藤枝宏康 

従業員数 41名 

事業所 東京・名古屋・大阪・金沢・新潟・富山・福井 四日市・千葉 全9事業所 

売上高 平成20年5月 36億7千万円 

主要取引銀行 商工中金深川支店、東京都民銀行大森支店、みずほ銀行品川支店、阿波銀行蒲田支店 

主要得意先 

株式会社アイ・エイチ・アイマリンユナイテッド、株式会社朝日工業社、 斎久工業株式会社、三機工業

株式会社、三建設備工業株式会社、株式会社城口研究所、新日本空調株式会社、新菱冷熱工業株
式会社、須賀工業株式会社、株式会社大氣社、第一工業株式会社、大成温調株式会社、ダイダン株
式会社、高砂熱学工業株式会社、株式会社テクノ菱和、東洋熱工業株式会社、株式会社西原衛生工
業所、日本設備工業株式会社、株式会社日立プラントテクノロジー、富士古河E&C株式会社、北陸設
備工業株式会社、三谷産業株式会社、横河東亜工業株式会社、菱機工業株式会社など （50音順） 

主要仕入先 
株式会社池上工業所、関東ロックウール株式会社、関東ネツ産業株式会社、株式会社共和、東京グ
ラスロン株式会社、ニチアス株式会社、野村産業株式会社、吉川工業株式会社など（50音順） 

所属団体 
一般社団法人 日本保温保冷工業協会  社団法人 日本空調衛生工事業協会賛助会員 

一般社団法人 部分隔離協会  東京商工会議所会員 

関係会社 株式会社K-Marketing （K-Flex販売会社）  

(株)ミヤデラ断熱 会社御案内   
創業1919年 

更なる省エネルギーを目指して 

http://www.miyadera.co.jp 


